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経
済
中
心
の
考
え
を
捨
て
る

現
代
6
0俯
四
卜
界
人
目
は
、
今
後
も

増
え
続
け
、
2
0
5
0

年
に
は

、
鬪
俯

匚
な
る
と
推
計
さ
れ
る
（
国
運
『
匪
囚

人
囗
将
来
推
計
』
2
0
0
0

年
版
）
。

先
川
卜

七

イ
セ
フ
（
家
族
打
向
旧

際
協
勾
財
川
）
な

ど
３
団

体
の
匸

催

で

、
「
吐
外
天

目
デ
ー
」
仁

毋

亡

た

シ
ン
水
ブ
リ
ム
が
行
わ
れ
、
「
人
類
の

挑
戦
『
残
合
胆
だ
5
0年
』
を
ど
う
生
き

る
か
」
を
テ
ー
マ
に

、（

ネ
リ
ス
ト

に

ち
が
話
し
（
イ

た
。

黒
出
佞
人
（
囗
人
人
目
研
究
所
八
六

千
長
）
さ
ん
が
拮
馴
報
告
。
1
0
5
0

年
の
韭
界
人
口
2
5俯
は
、
2
0
0
0

年

匚
6
0俯
へ
と
、
5
0年
間
で
２
・
４

倍
、

次
の
5
0年
で
、
3
3俯
増
元
9
3俯
匚

。
2

0
5
0
年
以
降
の
増
加
は
緩
慢
で

、
国

連
は
、
↓
０
０
俯
前
後
の
安
定
人
目
に

な
る
と
推
測
す
る
。
「
つ
ま
り
、
2
1匪

紀
前
半
の
5
0年
間
に

、
我
々
が
ど
う
対

策
を
取
れ
る
か
が
、
人
類
を
決
定
す
る

ぶ
ご

と
な
る
」
と

。

人
口
増
加
の
9
9％
は
、
ア
フ
リ
カ
な

ど
の
開
発
途
卜
地
域
で

起
こ
り
、
２
０

丶
ぷ

μ

‘
心

Ａ
ｆ
Ｈ
Ｊ

生う
μ

に
｝

夲

‘

人類の挑戦｢残された50年｣

５

０

年
七
は

途
卜

出
人

目
か
9
0
％

卆
占

め

、
先
進
川

と

途
匚

円

の
人

目

バ
ラ

ン

ス

で

、
寂
炬

火
卜

例
の

な
ト
ヘ

號
砌
か

牛

ず
る
と
も

指

赧
し

た

。

秋

山
犬
八

（
下

士
飛

行
に

・
白

苫

さ
ん

は
、

「
先

進
国
的

価
に
に
観
で

は
危

機
だ

が
：
こ

と

前
片
き

し

、
卜
界

人

囗

6
0億
の

う
ち

、
女

性

が
望
『
ま

す
巾

雌
し

た

人

目
が
8
0
0
0

バ
ト
る

。
圭

だ

、

途
匚

川

の

ド
ど
も

か

一
心
涯
口

使

う
エ

ネ
ル

午
１

、
物
の

消
卵
に

ば
、
先

進
田

の

ご
ど
も
の
1
6
土

Ｊ
分

力
１
で

あ

る
と

卜

う
、
西
独

の

ヅ
酋
の
・説

を
ひ

Ａ

「
攵

仲
が

妊
例

山
犬
の

卜
石

化

を
将

つ

桂

（
六
を

作
る

。
先

進
田

の

ぬ
苣

仰

七
を
改

府
す

る
。
２

つ

が
解
決
で

き

れ

ば
、
そ

う
恐

怖
に

ぞ
え
る

匸
と

は
な

号

ド

村
満
戸

丁

ヤ
ー
十
リ
ス

ト

）
さ

ん
は

、
「
地

球
の

支
配

者
と
し

て

、
他

の

乍

命
を
跡

か
し

環
境

を
破

壊
し

、
経

済
発

展
、

開
発
口

混

進
し

て

き
た

寂
問

の

、
歸

心
が
招
い

た
仏

果

七
回

及

。

星

活

を
見

円

さ
な
卜

と

、
バ

ヨ
ク
ラ

ノ

匸

が

く
る
」

と

。

閲
石
‥
康
（

人

目
回

収
協
議

会
（
匸

）

さ
ん
は

「
小

態
の

悪
化

け
肝
に

銘
じ

る

べ
き

だ
が

、
決

定
論
㈹

見
力

を
匸

な
く

て

レ
レ

」
と

づ

つ
、
吐

界
人

囗
の
５

分

の
Ｉ

、
1
2億

か

、
Ｉ

囗
Ｉ

ド
ル

以

卜
で

餃
ら

す
「

絶
対

的
貧
困

づ

。
出
辿

は

、

貫

閑
の

減
少

加
人

目
抑

制
口
つ

な

が
る

と

、
2
0
1
5

年
ま
で
の

半

減
を
日

標

口

、
教
育
竹
匚

収
り

紕

ん
で

卜
る

。

「

科
な

技
術
の

飛
躍

的
発

展
で

、
良

柵
増
閇

新
エ

ネ
ル

ギ
ー
の

開
発
で

人

囗
を

石

元

る

”
可
能

性
も

あ
る

。

。

衣
9
0

年
代

は
大

族

、
余
教

対
ぐ
で

殺

し

六
‥
卜
、
こ

れ
は

科
学

技
術
で

は

解
決
　

］

し

な

卜
匸
と

を

物
・詒

勹
て

卜
る

。
人

目

づ

フ
ン
ス

を
雨

定

㈹
に

と
ら

え
る
の

は

危
険
で

、

途
Ｌ

国

か
ら

先
巡
国

へ

移
民

が
流

出
、
ナ

シ

ョ
ナ
リ

ズ
ム
の

白

頭
で

新
た

な
・緊
張

の

種
と
な

り
得
る

。
開
発

中

心
の

考
え

は

捨
て

、
人

目
、
開

発

、

瑁
境

、
人

間
の

牛
活
の

質

を
総
合

的
に

考
え

、
賢

卜
人

間
の

翔

忠
で
乗

り

切
る

こ

と

」
と

話
し
か

。

「

将
米
１
０

０

億
の

人

口
を
養

っ
て

一 一 一

卜
け

る
の

か
」‐
‐－
‐‐
犬

山
さ
ん

は

、
凵

ハ

ト
ろ

な
研

究
隴

瀧
か

ら

し

つ
と

、
8
0

几

が
ノ

ー
で

あ
る

。
圓
偸
匚

べ
る

前
に

回
卆
千

へ
Λ
⑤

、
匸
の

１０

卜

に
①
で

兄

通
し

が

勹
く
の
匸

じ

。
八

秋
山
さ

ん
は

、

二
枷

几
る
範

囲

に
し

か

川

几

ペ

ト

か

喰

イ

エ

ス

仁

牛
仁
の

呆
件

は
壮

ぺ
な

る
か

も
し

刺
ベ

ト
か

、
∧

が
乍
き
て

卜
る
と

卜

う

匸
と
∩

休

、
八

よ
こ
卜
る
こ

と

。
問
迦

は
ど

う
卜

う
毀
で

、
私

た
ら

の
人

囗
塋
・・

川

や

す
か
で

は
な

卜

泉

と
よ

っ
た

。

－ - - 一 一
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牡

イ
袖

ブ

い
詣

ソ

七
哲

召

片

匸

夕

…
…
、

ベブ

ク
・
〕

⊃

犬

卜

尹
二

八

滾

仕

作

了

唯

診
（

卆
子

犬

仟
匸

人

叩

七

戸

が

且

つ

割

乙

衫

尚

尚

役

所

匸
卜｛
ノ

友

匸

厂
べ
賍

．翁
づ

言

‥
、
汗
か
佰

岨
卜

巾
二
言

を
つ
か
う

拍
ス
ぐ
町

門

首

・

う

、

厶

ご

卜

つ

し
Ｉ
’
、
ヽ
．
．
（
卜
’‐
・配

所

．

气

ド

こ

い

つ

割

引

齎

气

价

入

札

、

网

ご

し

ご

し

７‐

勹

心

口

払

］

匸

ブ
丁

と
し

に
▼
ド

几
匚
匠

ノ
た
リ

ヤ
匸
に
　
　
二

力
執
科
①
广
う
に
．呆

る
、
艢
二

て

ご
る
二
七
乍
二
、
八
口

聊
レ

壮

ソ

ア
ヨ
ク
フ
、ヤ
ブ

バ
①

込
白
圭
レ

匸

災
立
て

回
匸

］
回

力
一力
・力
謡

卆
⑤
レ

ソ

万

づ

仁

プ

ク

草
付

き

生

し

仁

匸

川
・
執

科

サ

ン

ド

匚

怙

Ｄ

つ

た

人

か

、

ヅ
・女

羂

賜

ヅ

ビ

广

で

匸

卜

上

二

了

し

｝上

七

っ

レ

テ

九
回

女

嬋

か

弁

士

友
上

よ

匸

卜

凹

士

二

言

Ａ

印

米
る

く

う

ゾ

匸

と
　

そ

Ａ

一

言

】言

玉

ゾ

ベ

仟

毋

氏

ご

こ

こ

ら

人

七

に
匸

匸

三

い

ま

し

。

仁

心

以

七

、

牛

つ
つ
几

ハ

ノ

こ

〕
ｆ

ヽ

‘・り

ご
っ

こ

に

Ｊ
弍
一

生

し

广
　

力
　

札

。づ
ツ

ー－
占

夕

一一

地

じ

辷

、

怙

心
什

二

八

圭

二

と

優

喰

抗

議

い

こ

じ
ｸ
ｽ

‐‐‐‐‐

ｶ
予

七
も

づ

否

議

に

⊇

ソ

帽

と

よ

う

で

す

、

私

力

卜

紕

も

回

・

か

匸

べ

二

こ

勹

ご
ド

ベ

ト

か

一

二

匸

力

匸

紕

内

二

と

か
⑤

］

き

、

∩

竍

万

地

灑

力

執

百

江

ブ

ゴ

ト

ゾ

ニ

う

勹

畆

あ
つ

Ｉ

う

っ
二

つ
二

送

匸

て

卜

る

⑤

匸

卞

よ

Ｉ
▼

彼

女

万

言

匸

ド

な

・

匸

二

二

吊

ま

つ
ニ

ヅ
ツ

匸

・の
、
ひ
上
輿

ず

つ

か
言
剣
二

号

匹
汀
言
し
匸

卜
る

ヤ

仁
つ

う
、

呈

」
か
万
万
二

卜
付
子

か
㈲
Λ
七
と
き
は
感
悦
レ

た

耿
犲
侫
、
―
囗
干
ド
三

三

千

匸

の
よ
う
匚
ぺ
气

寸

二

こ

い
し
匸
卜
た
か
、
こ
こ

に
感
言

の
人
寸

崕

翁

つ
つ

が
く
る
辻

ご
っ
た
▼
卜
郡
代
、
衫
皿

礼

・
ド
・
罔

り
不

乍

良

貨

紆
執
科

肩
‥
の
不

採
川
は
つ
つ

卜
匸

卜

る
。
し
か
し
、

石

く
る
言

か

攻
撃
し

匸
卜
る
円

恆

桂
心
憎

兜

教
科

甘
の
・
採
択
も

減

っ
て

卜

る

そ

う
で

、

崕

引

と

ち

卜

元

な

卜
か

、

頗

部
を
打

ち
抜
か

利
仁

マ

』

ツ

弋

几

は

玻

差
別

カ

ー
ス
ト

の

貧
し

卜

家
言

顋
圭
衣

、

力
ｌ
ｊ

ス

ト

制
匚

尚

代

レ

匸

カ

ー
ス

ト

卆
言

白

玉

白

纂

言
ヘ

牡

し

卜
Ａ

に
竍
配
匸

匸
萸

誰
に
こ

つ
昌

二

入

玉

し

卜

生
涯

心
小

況
や

映
尚

之
ち

な
Ｏ

、
日

本
で

も
・
7
0万
部
以

卜
の

ベ
ス

ト
七

う

１

に

。

・

メ

ガ
ワ
テ

ィ
、

大
統

領
に

2
3囗

、
イ

ン
ド

ネ
シ
ア

国

艮

協
議
会

は

、
資
金

疑
惑
七

資

と
て

リ
ヒ
ト

人

社
頻
の

罷

免
卆
・

５

９

１
廠

回

四
犬

卜

竺

匸
決

心

よ

⑤

匸

よ
リ

ノ
カ

ワ
テ

了

言
入

柾
領
万

人

縦
谷

に
沈

任
、

四

11

勹 レ

･.fご までｙC Ξ

一
ｌ

一
Ｅ

あしたに、あなたに

ＮＯＵ
違いを大切に、

こころときめく商品を。

www. ion.co･JP

「
国
連
エ
イ
ズ
特
総
」
報
告

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を

几

示
十

国
に
に
向
け

几
の

介
国

ネ

ヨ
ト

ツ

占

ｊ

Λ
Ｗ
Ｗ

匸

本
に
ズ
性

監
俔

機

描

原
ひ

う

Ｊ
代
と

か

、
６

川
い
に
囗

発
足

。
初

火

芥

が
、
1
9囗

、
宋

ヅ
ウ

ィ
ノ

ン

ズ
フ

マ
サ
で

聞
か

九

大
。頃
旧

社

乱

皿
か

加
气

出

征
エ

イ

ズ
特
別

総

幺
匸
Ｎ

Ｇ

Ｏ
と
し

て

参
川
の

メ

ン
バ

ー

ら

が
、
今
・廠
め

砌
様

、
ト
ヒ

ョ

ク
な

ど

を
蝮
Ａ

し

仁

報
告
し

だ
の

に

、
房
町

什
（

か

な
加
わ

良
性
公

廠

）
、
竹
几

白
義

（
Λ
Ｉ

Ｄ

Ｓ
＆
Ｓ

ｏ

ｃ
ｉ

ｅ
ｔ

ｙ
研

究

会
議

）
、
関

囗
雌

Ｊ
（
ユ

ニ
フ

エ
言

さ

ん
ら

。
囗

本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ

罔
匚

の

征
匳

強

匕

、
エ

ン
（

ワ

ズ
ン
ト

の

必
要

性
な

ど

が
反

巾

回

匸

て

卜

汗
ら
衣

だ

。

「
Ｈ

Ｉ
Ｖ

／

Λ
Ｉ
Ｄ

Ｓ

出
辿

特
川

総

翕

『
卜

界

内

危

機
、
吐

皆

の

行

砌
』
」

は

、
６

リ
『
一
口

か
ら
2
7
囗
ま
で

、
ニ

ュ

ー
ヨ

ー

ク
カ
川

辿
本

部
で

開
催

、
加
附

国
１
８

０

か
出

、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
か

ら

は

、
3

0
0
0

人

的
参

加

が
あ

っ
た

と

言

つ
。

1
1
1
1
1
V
ノ

Λ
Ｌ

Ｄ
Ｓ

万

感
染

占
は

、

2
0
0
0

回

米

現

行

で
3
6
1
0

万

人

。
そ
の
9
0
匸

が

、
開
・発

途
卜
川

匚
い

る

。
そ
の

う
ち
の

２
１

８
几

万

人
が
死

に

、
2
0
0
0

年
に

は

、
新
た
に

５
３

０
万

人

が
感
染

、

う
ち
３
０

０
万

人

が

A  WWＪ

サ

し
し
た

と
ト
ハ

牡
て

卜

る

。
肝
凵
み
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ

／

Λ
Ｉ
Ｄ

Ｓ
匚

対

す
る

閇

心
は

鳥

く

、
そ

加

が
、
ひ

と

勹
の

円

人
を
于

Ｉ
マ
匚
し
た
国
連
の
公

議
と
し
て
は
、

仞
の
開
催
と
卜
う
点
匚
も
川
八
匸

卜
る

だ
ろ
う
、

総
詣
で

は
、

言

J  A  WW の 会 則 な ど が 決 め ら れ た　 誚 上 は 代 表 の 原 さ んに 引 き 続 き 、報 告 会

ミ

ッ

ト

ズ

ン

ト

ツ
．

匸

が
採

択
さ

九
．

「
匪
Ｗ

Ｈ
Ｉ
Ｖ

／

Λ

Ｉ

Ｄ
８

／

保

健

隅

言

々

ヤ
丈

援
や

、

拮
金
即

り
の

午

ヤ
ン

ヘ
ー

ン
モ
2
0
0
2

汗
ま
で

に

推
進

す
る

こ
と

、
2
0
0
5

年

ま
で

匚

、
社
則
川

ヘ

ウ

シ
价

医
療

、
治

療
訖

援
の

た
め

、
年

問
7
0
億
ド
ル

か

ら
1

0
0

億
ド
ル

を

令
体

目
標
匚

、
ド
十
上

川

は
国
内

戸

卵
か

ら
資

企
を
保

障

す
る

倡
門

を
取

う

士

屋

ど
か

隴

認

さ

加

だ

と

．ご

う
．一

方

、
Ｎ
Ｇ

Ｏ

は

採
択
予

定
の

言

二

案
」
の

折

衝
の

場

匚

人

判
こ

か

言

に
が
、
賍
囗

闘
か

お
る

①

民

社
（

ブ

リ

ー
フ

ノ

ノ
ゲ

匸
捉
匸

さ
加

こ

佶
扣

气

价
に
、
「
☆

二

方

に
宍

け

て

卜
る

点
を

指
擅
し

七

言

ミ

ッ
ト

ベ

ン

ト

イ

パ
回

閲

ず
る

巾

に（

糺
回

心

蜆

⑤

卆
斤

水

．
ブ

ー
ス
七

「－
ロ

ー
ヘ

ノ

Λ
Ｉ

Ｄ

ド
川

辿
特
別

総

价

に
閇

す
る
ユ

ー
ス

力
十
ニ

ン

フ

了

ソ

ー（

广

草
一

汗

膜
し

仁

罔
野

さ
Λ

は

、
総

人
帽

政
百

代
衣

開

萌

堅

气

囗

本
の

森
言
印

叫

囗
柏

が
、

仲

繩
サ
ヽ
土

し

て

約
隴
し

た
エ

イ
入

七

の

他
の

感
染

崕

仁
3
0位

ド
ル

卆
蝮

供

、

今

後
も

、
国

際
協
勹

卆
冊

し
圭

ペ

ト
と

約

束
し
卜
に
が

、
柏
匸

ひ
と

つ

な
か

ご

」

の

は

、
寂
し

卜
限
０

七

っ
た
七

力

悠
想

を

辻

ベ
仁

囗
本
の

代

衣
川

⑤
Ｔ

七
Ｘ
Ｇ

Ｏ
七

し

匸

人
匸

し
佰

珪
石

Λ
は

、

⑤

㈲
へ
犬

」

の

時
か

ら
Ｘ

Ｇ

Ｏ

か
か

え
で

卜
る
圃

払
・

あ
り

、
情
報
加
工

に
収
る

よ

う
七
か

か

る

」
と

政
行
代

衣
団

の

巾
回
Ｘ

Ｇ
Ｏ

か

帽
わ
る
頃

述

作
草
子

犬
．

ま
气
　

匸

古

に
は

感
喫

淤一
が
卜
句
人

七
ひ

と
０

だ

が
、
皿

界
匸

は

１
０
０

∧

ご
う
と
ド

ー
０

０

倍
叩

心
か

薄

卜

と

．
‥
え

る

と

．
ヲ

ク
チ

ン
と

免
疫
の

た
め

の
ヶ

囗

卜
（

ル

同
糊
一

万
イ

ベ
ン
ト
七

参

㈲
し

た

関

囗
さ
人
八

「
囗

木
は

、
ワ

ク
チ

ン

拮
金

に

多

額
の

拠
円

か
し

て

卜

る

の

に

、
ユ

ニ

セ

フ

な

ど

卆
元

し

て

な

の

で

、
竹

川
か

出
卞

言
献
し

匸

卜
な

卜
と

思

わ
れ
て

卜
る

の
は

毀
言

七

回
し

、

囗

本
政

府
の
外

交

ド
不

を
指
摘
し

仁

｢:女性ニュース｣Iはﾚ読者と/ともにつぐる新聞です

= = - = - -  r ♂ ･ | | ＝ , ･ ･ －

ニ
ュ
ー
ス
く
り
つ
ぷ

・

ワ
シ

ン
ト

ン

ー
ホ
ス

ト

元

社
主

グ
ラ
（

ム
さ
ん
死

去

記

者
と

一
体

の
報

道
の

自
雨

を
の

弌

ウ

ォ
ー
タ

ー
ゲ

ー
ト

小
件

の
調

査
報

道
で

故
ニ

ク
ソ

ン
人

統
順

を
辞

仟
匚

迴
卜

込
人

だ
郛
で

竹

名
な

午

ヤ
サ

リ

ン

ー

ゲ
ラ
（

ム

さ
ん

か
口
し

死

去
。

8
4巌

。
1
7
 
1

伝
「
キ

ャ

サ

リ

ン
・
ヶ

う
（

ム
　

わ
が

人
生
ニ

ト

ビ

ュ
リ

ツ
ァ
エ

Ｖ

・
受

輿
。

・

フ
上

デ

ズ

ん

ナ

ゾ
の
死

元

盗
賊

川
の

女
性

白
頏
で

イ

ン
ド

の
旧

会
折

早
の

フ
上

フ
ン

ー
デ
ビ
さ

ん
彭
（
Ｉ
囗

、
ニ

ュ
ー

デ
リ

ー
の
∩

玉

川
で

、
リ
ダ

３

人
四

票

圃
の
ツ

に
嬰

撃
さ

九

り

田

日

州

↓
1
1
1‘″

2
1世
紀
、
人
類
は
経
験
し
か
こ
と
の
な
い
大
人
口
に
。
賢
い
知
恵

で
乗
り
切
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

||||1111111111111111111111111111111111111111111111 「111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
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北
京
か
ら
棧
罰
好
子

「
先
生

’
・
匸
の

必
須

科
目

の

授
業

、
一

体
い
つ

に
な

っ
た

ら

開
講

さ
れ

る
ん
で

す
か
？

」
。

中

川
の

大
学

が
ど

匸
で

も

そ

う
だ
と

い

う
わ
け
で

は

な
か

ろ

う
が

、
妙

な
と
こ

ろ
で

の
ん

び

あ
る
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
も
な

か
っ
た
の
で
、
一
瞬
耳
を
疑
っ

た

。
よ
く
尋
ね
て
み
る
と
、
仕

事
を
し
な
が
ら
週
末
だ
け
学
校

に
通
う
人
だ
も
の
た
め
の
ク
ラ

か
ら
、
授
業
の
あ
る
時
間
帯
も
　
い
た
が
、
勉
強
を
し
に
来
て
い
　
が
支
給
さ
れ
る
と
は
い
え
、
平
　
怛

‥
、
学
費
は
さ
ら
に
高
い

。
　
て
卜
る
彼
ら
が
週
末
冷
亭

校
で

毋
つ
で
な
い
時
間
帯
も
、
様
で
　

た
の
だ
と
判
れ
ば
と
て
も
納
得
　
均
バ
収
が
や
っ
と
千
元
を
超
え
　
か
な
０
の
経
済
的
背
景
が
な
け
　
過
ご
す
こ
と
は
な
か
な
か
谷
昜

は
寡
つ
が
常
に
活
気
が
あ
る
。
　
が
行
く
。

し
か
し

、
週
末
の
学
内
の
賑
わ

い
は
ま
た
別
の
趣
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
構
内
申
に
、
ま
だ
中

国
で
は
ご
く

二
部
の
人
し
か
持

っ
て
卜
な
卜
は
ず
の
自
家
川
申

加

、
と
こ
ろ
狭
し
と
駝
卓
さ
れ

巾
国
で
は
一
般
に
、
学
歴
は

高
い
ば
ど
職
場
の
待
遇
は
よ
く

な
る
。
学
位
を
耿
っ
て
箔
を
つ

け
、
卜
ず
れ
は
独
よ
し
て

商
売

を
起
こ
そ
う
と
七
え
て
い
る
人

も
い
る
だ
ろ
う
。
中
川
で

も
Ｍ

言
匸
匸
づ

休
日
も
学
ぶ（

ン
グ
リ
ー
精
神

散
々

催
促
し

、

実
に
２

年
近

く

待
だ

さ
れ

た
。
そ

の
匸

、
学

校

側
の

回
答

は
「
な

ん
て

早
く

言

わ
ん
の

だ
！

」
で

あ

る
。

「

週
末
の

ク
ラ

ス
に

出
て

も

ら

う
し

か

亜
は

な
い

な
」
。

惧

務
屶
の

職
貝

は

渋
い

顔

を

し
て
い

う

。
週

末
に

ク
ラ

ス

が

ス
だ
と
い
う
。

そ
れ
を
聞
い
て
合
点
が
い
っ

仁

」
と
が
あ
っ
た

。
以
前
か
ら

気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
か
ら
だ
。

中
国
の
大
学
は
囗
本
の
人
学

と
異
な
り
、
学
習
の
場
と
生
活

の
場
が
一
体
化
し
て
い
る
。
だ

る
。
そ
れ
に

、
学
業
と
は
縁
が

な
さ
ぞ
う
へ

中
年
期
に
ぞ
ろ

ぞ
ろ
足
を
踏
み
入
れ
る
か
と
ト

フ

ヘ
ら
い
の
怜
幅
の
い
い
人
が

携
恨
電
話
で
商
売
の
話
を
す
る

姿
が
見
ら
れ
る
の
だ
。
一
般
社

会
の
人
が
何
を
し
に
来
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
恣
っ
て

口
Λ

を
け

じ
め

と
す

る
征

済
、

経

営
刀

向
の

学

位
は

注
目

を
浴

び
て

い
る

。

ま
た

、
中
田

の
人

ず
の

学
行

け

、
年

ダ

咼
く

な
っ
て

い

る
。

。
般
の
修
し

課

程
で

は
年

問
Ｉ

几

ん
（
約

膕

力
円
）
。
収
め

た
学

費
か

ら

賍
月
の

生
活

行
の
二

部

七
川
だ
。
そ
れ
だ
け
の
学
費
を

出
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。

ま
し
て
や
週
末
の
ク
ラ
ス
の

日曜日の構内。車がズラリと並び、

妙に混雑している

利
ば
学
べ
な
い
。

実
際
に
週
末
の
授
業
に
出
て

み
る
と
、
仕
郛
も
家
庭
も
持
っ

で
は
な
レ
匸
と
が
よ
く
わ
か
っ

た
。
社
会
経
験
の
あ
る
彼
ら
の

発
す
る
質
問
か
、
時
に
は
的
外

れ
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る

も
の
の
、
教
玉
の
な
か
の

学
問

し
か
川
ら
な
い
一
般
の
学
生
だ

ち
と
は
迎
っ
た
視
点
を
持
っ
て

い
て
新
鮮
だ
っ
た
。

ぎ
り
ぎ
Ｏ
に

な
る
ま
で
必
修

科
囗
を
罔
修
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
は
イ
ラ
エ

フ
さ
廿
ら
れ
た

が
、
お
か
け
气

囗
暉
囗
の
混

雑
の
仰
山
と
、
∩
分
力
小
業
の

発
麗
め

た
め
に
休
囗
を
投
げ
出

し
で

学
ぶ
（

ン
フ
リ
ー
な
人
た

ら
匸
出
会
え
た
の
と
か
气

よ

し
と
し
よ

う
と
思
っ
た
の
で
あ

る
。
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③

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
の
場
合

報
告
Ｈ
ア

ン

ーミ

ョ

ン

ソ

ウ
ル
か

ら

南
に
１
０

０
♂

の

忠

清
南

道
の
町

の
祭

り
で

、

韓
国
の

伝

統
衣

装
を
身

に
着

け

て

歌

っ
て
い

る
フ

ィ
リ

ピ
ン

人

の

ジ

ャ
ク
リ

ー
ン

の
姿

は

、
ど

こ

か

ら
見
て

も

韓
国
の

女
性

そ

の

も
の

だ

。

ジ

ャ
ク
リ

ー
ン

は

、
1
9
9

6
年

に
韓

国
人
の

農
民

と
結

婚

し

た

。
勤

勉
さ

や
礼
儀

正
し

さ

を
身

に
つ

け

、
韓
国
の

社
会

に

溶
け

込
ん
で

い

る
彼

女
を

、
祭

り
見

学
に

き
て
い

る
人

達
は

。

「
い

つ
も

明
る

く
、

男
達
よ

り

働
き

者

。
町

の

誇
び
だ

」
と

絶

賛
し

た

。
が

、
韓
国
の

慣

習
、

冬
の

厳
し

さ

、
ま
っ

た
く

違
う

食

事
な
ど

を
克

服
す

る
の
に

、

彼

女
が
ど

ん
な

に
苦

労
を

重
ね

て

来
た
か

、
誰

も
知
ら

な
い

。

貧
し
い
農
家
の
生
活
は

、
ア

ジ
ア
の
通
貨
危
機
で
さ
ら
に
苦

し
く
な
り
、
大
事
な
牛
を
売
り

払
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上

に

ジ
ャ
ク
リ

ー
ン

が
辛
い
の

は
、
初
め
て
マ
ニ
ラ
で
出
会
っ

韓
国
で
は
、
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン

の
よ
う
に
農
村
に
嫁
ぐ
女
性
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
農
民
生
活

研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、
農

村
に
住
む
女
性
の
7
0％

が
都
市

生
活
を
希
望
し
、
「
農
村
に
住

み
続
け
る
」
は
わ
ず
か
２
％

。

農
民
と
の
結
婚
希
望
は
ゼ
ロ
。

農
村
の
貧
し
い
生
活
か
ら
逃
れ

る
た
め
に

、
3
7％

が
都
市
サ
ラ

が
韓
国
人
と
結
婚
し
、
暮
ら
し

て
い
る
。

韓
国
政
府
は
、
2
0
0
0

年

だ
け
で
約
1
2
0
0

人
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
大
女
性
が
韓
国
の
農
民

と
結

婚
し

た
と

推
計
し
て

い

る
。
彼
女
ら
は
農
業
団
体
、
宗

教
団
体
な
ど
の
紹
介
で

、
豊
か

な
生
活
を
求
め
て

韓
国
に
や
っ

て
き
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
韓
国

あ
く
ま
で
も
個
人
の
問
題
だ
」

と
明
言
し
た
。
そ
も
そ
も
、
外

国
人
「
花
嫁
」
探
し
は
、
1
9

9
0
年
代
の
初
め
、
中
国
北
部

の
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
朝
鮮

籍
の
女
性
と
韓
国
人
農
民
を
結

婚

さ
せ
よ

う
と

始
ま

っ
た
。

が
、
多
く
の
女
性
が
生
活
慣
習

な
ど
に
馴
染
め

ず
、
逃
げ
出
し

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
そ
れ

韓
国
置

家
心「
嫁
」
乞

マ
生
急

フ
ィ
リ
ザ

女
性
た
ち

た
と

き
、

生
き

生
き
と

夢
を
語

っ
た

夫
が

暗
く

、
沈
ん
で

い

る

こ

と

だ
。

「
韓
国
に

来

た
こ

と

を
後

悔

し

て
い

る
の
？

」
と
私

か
聞

く

と

、
涙
を

浮
か

べ
「
私
の

人

生

は
私

か
決

め
た
の

。
娘

も
い

る

し

、
大
事

な
隣

人
も
い

る

。
夢

も
あ

る
し

…
」
と

気

丈
に
首

を

振
り

、
笑

顔
を

作
っ
た

。
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‐ ‐

］

ヱ
ン
ジ
ヨ
ず

’
Ｊ
ダ

厂

㈱
善
㈲
」

夏
は
、
ナ
ス
が
美
味
し
い

季
節
で
す
。
日
本
で
は
、
焼

き
ナ
ス
、
煮
物
、
天
ぷ
ら
、

漬
物
な
ど
の
調
理
方
法
が
あ

り
ま
す
。
ナ
ス
は
、
癖
の
な

い
素
材
な
の
で

、
う
ま
味
を

吸
収
し
や
す
い
野
菜
。
世
界

中

の
国
で

食

さ
れ
て
い

ま

す
。先
頃
、
韓
Ｅ
料
理
店
で
、

涼
し
げ
な
ナ
ス
料
理
に
出
会

い
ま
し
た
。
氷
を
浮
か

べ
た

た

っ
ぷ
り
の
ス

ー
プ
の
中

に

、
ナ
ス
が
泳
い
で
い
る
よ

う
に
盛
ら
れ
て
い
ま
す
。
水

っ
ぽ
く
な
く
、
体
に
し
み
込

ん
で
い
く
よ
う
な
味
わ
い
で

す
。
こ
の
料
理
の
コ
ツ
は
、

前
も
っ
て
、
素
材
に
調
味
料

リ

ー
マ
ン

と

の
結

婚
を

望
ん
で

い

る

。

ジ

ャ
ク
リ

ー
ン

が
住

む
村
の

「
結
婚

紹
介

所
セ
ン

タ

よ

に

は

、
２
０

０

人
の
3
0
～
4
0
歳

の

未

婚

男

性

の

リ

ス

ト

が
３

年

間

、
結

婚

相
手

が
見
っ

か
ら

ず

そ
の

ま
ま
に

な

っ
て

い

る
。

一

方

、
こ

の

村
で

は

、
こ
こ

２

年

間
に
９７
］人
の

フ

ィ
リ

ピ
ン

女

性

を
し
っ
か
り
も
み
込
む
こ
と

で
す
。
韓
国
の
美
味
し
い
料

理
は
、
ど
う
や
ら
、
オ
モ
ニ

ー
（
お
母
さ
ん
）
の
魔
法
の

手
が
生
み
出
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

こ
の
料
理
で
辛
み
を
好
む

人
は
、
青
唐
辛
子
や
一
味
唐

辛
子
な
ど
で
調
整
し
ま
し
ょ

う
。７
月
に
紹
介
し
た
韓
国
料

理
「
参
鶏
胯
「
チ

ヂ
ム
≒
ナ

ス

ー
キ
ュ
ウ
リ
の
冷
菜
」
を

ご
指
導
い
た
だ
い
た
、
東
京

・
新
宿
の
炭
火
焼
肉
韓
国
家

庭

料
理

店
「
豊

年

家
」
店

主
、
清
野
マ
サ
ヨ
さ
ん
、
あ

り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
作
り
方
】

■
ナ
ス
の
冷
菓
（
カ
ジ
ネ
ン

チ

エ
）
①
ナ
ス

は

ヘ
タ

を
落

と

の
状
況
を
知
ら
ず
に
来
る
の
で

問
題
も
多
い
。

し
か
し
、
韓
国
政
府
は
、
韓

国
の
農
民
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
女
性

と
結
婚
す
る
こ
と
に
は
静
観
の

構
え
で
、
韓
国
文
化
を
教
え
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
大
き
な

役
割
を
負
っ
て
い
る
。
釜
山
の

政
府
関
係
者
は
「
政
府
は
介
入

す
る
立
場
に
い
な
い
。
結
婚
は

回

目

圭

言
説

説

員

昌

し

、
縦
に

Ｉ

り
間
隔
で

筋

目

を
入

れ

、
蒸
し

器
で

蒸
す

。

（

電
子
レ

ン
ジ
で

も

良
い

）
。

②
蒸
し

上

が
っ
た

ら

、
筋

目
か

ら

縦
に

裂
き

、
す
ひ

お

ろ
し

た
に

ん
に

く

、
醤
油

を

よ

く
な
じ

ま
せ

る

。

③
器
に

、
つ

ゆ
の

材
料

を

合

わ

せ

入

れ

、
ナ

ス

を

加

に

比

ベ
フ

ィ
リ

ピ
ン

の

女

性

は
、
韓

国
に

住
む

方
便
と

し
て

も

、
よ

い

農
家
の

妻
に

な
ろ

う

と
し
て

い

る
と

言
え
よ

う

。

例
え

ば

、
3
3人

の
フ

ィ
リ

ピ

ン

の

女
性

が
住
ん
で

い

る
ソ

ウ

ル

の
西

南
３
０

０
Ｊ

の

町
の

エ

ミ

リ
ン

ダ
は
、
家
族
の

食

事
（

韓

国
料

理
）

を
作

る
た
め

に

、
市

場
で

楽
し

そ
う
に

買
い

物

を
し

え
、
氷
を
適
宜
入
れ
、
小
口

切
り
に
し
た
わ
け
ぎ
を
散
ら

す
。
■
キ
ュ
ウ
リ
の
冷
菜

①
キ
ュ
ウ
リ
は
千
切
り
に

し
、
塩
、
に
ん
に
く
を
加
え

て
軽
く
も
む
。
キ
ュ
ウ
リ
か

ら
出
た
汁
は
、
そ
の
ま
ま
使

う
。

味 わ 廴さっぱり、スッキリ.j 京しい

う
ま
味
を
吸
収
す
る
ナ
ス
を
使
っ
て
・：

て
い
た
。
彼
女
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
電
気
工
学
を
学
ん
だ
後
、
香

港
で
幼
稚
園
の
教
諭
を
し
て
い

た
。
２
回
会
っ
た
だ
け
の
男
性

と
結
婚
し
、
こ
の
町
に
や
っ
て

き
た
と
き
、
食
事
が
辛
い
の
に

閉
口
し
た
。
韓
国
語
も
全
然
出

来
ず
、
夫
に
自
分
の
気
持
ち
を

伝
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
悲
し

い
思
い
を
し
た

。
そ
れ
で
も
こ

の
町
で
生
き
て
い
る
の
は

、
子

ど
も
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
の
友
達

が
い
る
か
ら
だ
と
言
う
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
大
た
ち
は
定
期
的
に
集

ま
り
、
お
喋
り
や
食
事
を
楽
し

む
。
そ
の
時
は
も
ち
ろ
ん
フ
ィ

リ
ピ
ン
料
理
を
、
フ
ィ
リ

ピ
ン

式
に
手
で
食

べ
る
。

も
う
１
つ
、
こ
こ
で
生
き
て

い

く
決
心
を

さ
せ

た
の

が
義

母

。
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
る
毋

と
同
じ
ぐ

ら
い
立

派
な
大
」

と
、
エ
ミ
リ
ン
ダ
は
言
っ
た

。

②
器

に
つ

ゆ
の

材
料

を
入

れ

、

キ
ュ
ウ
リ

、
千
切
り

に

し

た

青
し
そ

、
水

を
入

れ
で

き

上

が
り

。

（

資

料
提

供
・
ラ

イ

オ
ン
家

庭
科

学
研

究
所
／

料
理

指
導

・
園

田
匕

囗
子
）

甘
言

言
言
皿

ナ

ス

の

冷

菜
…
ナ
ス
３

本
、
わ
け
ぎ
５

本
、
に
ん
に

く
Ｉ

片
、
醤
油
大
さ
じ
１

、

つ
ゆ
凵
醤
油
小
さ
じ
１
、
砂

糖
小

さ

じ
Ｉ
、
塩

小

さ
じ

Ｉ

、
ご
ま
大
匙
１

、
水
５
０

０
『

ご
ま
油
少
弋

う
ま

味
調
味
料
少
々
、
氷
適
宜

キ
ュ
ウ
リ
の
冷
菜
…
キ
ュ

ウ
リ
２

本
、
塩
小
さ
じ
Ｉ

、

に
ん
に
く
（
お
ろ
す
）
小
さ

じ
１
、
青
じ
そ
５
枚
、
つ
ゆ

凵
醤
油
小
さ
じ
Ｉ

、
砂
糖
小

さ
じ
１

、
塩
小
さ
じ
Ｉ

、
ご

ま

大
さ

じ
Ｉ
、
酢
ふ

さ

じ

２

、
水
５
０
０

に
、
う
ま
味

調
味
料
少
弋

氷
適
宜

日 川 日1 ４1

人には言えない苦労を重ねる

首
相
靖
国
参
拝
に

は

凄

扞

二

財
団
法
人
日
本
キ
リ
ス
ト

教
婦
人
矯
風
会
は
、
1
8日

、

小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝

に
反
対
す
る
声
明
を
発
表
。

声
明
で
は
、
キ
リ
ス
ト
者

と
し
て

、
首
相
の
参
拝
は
、

憲
法
の
政
教
分
離
の
原
則
を

侵
害
、
憲
法
尊
重
擁
護
の
義

務
違
反
、
愛
媛
玉
串
料
違
憲

訴
訟
判
決
な
ど
の
司
法
判
断

を
無
視
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
や
日
本
の
戦
死
者
の
遺

族
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
へ
の

配

慮
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
理
由
に
、
参
拝
強
行

が
な
い
よ
う
に
と
強
く
求
め

て
い
る
。

ｻﾞJ
「
2
1世
紀
に
輝
け
－
2
0

0
1
年
　
女
性
憲
法
年
」
連

絡
会
は

、
1
8日

、
「
新
し
い

歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」

教
科
書
に
関
す
る
声
明
を
発

表
。
「
つ
く
る
会
」
の
教
科

書
が
、
国
内
ば
か
り
か
、
ア

ジ
ア

を
は

じ
め
、
世

界

各

国
、
国
際
女
性
団
体
か
ら
多

く
の
抗
議
や
懸
念
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
小
泉
内
閣
は

、
韓
国
や

中
国
の
修
正
要
求
を
拒
否
。

し
か
も
、
靖
国
神
社
の
公
式

参
拝
表
明
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
の
た
め
の
憲
法
９
条
改

作
幽

難
瓏

日

本
戦

没
学
生

記
念

会

（

わ
だ
つ
灸

５

で
は

、
2
0

日
、
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝

に
反
対
を
表
明
。
首
相
の
参

拝

は
、
戦

没

者
、
そ
の

遺

族
、
幾
多
の
国
内
外
の
戦
争

犠
牲
者
に
対
す
る
配
慮
と
尊

重
の
態
度
を
欠
き
、
再

び
、

戦
死

を
求
め
る
政
治
的
反
動

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

日
本
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
憲
法
の
理
念
に
も
基
づ

い
た
、
心
理
と
正
義
の
立
場

で
子
ど
も
た
ち
に
教
育
し
て

い
く
こ
と
で
あ
り

、
「
戦
争

の
で

き
る

国
」
日

本
に
し

て

、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
連
帯

を
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
小
泉

内
閣
に
強
く
抗
議
。

みんなのページです、言いたいことや、知らせたい

ことがあったら。どんどん投稿して下さい。
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虚

空

の

旅

人

上
野
菜
穂
子
・
作

佐
竹
美
保
・
絵

偕
成
社

本
体
　
1
5
0
0

円

小
学
校
高
学
年
か
ら

人
の
世
界
と
精
霊
の
世

界
が
混
在
す
る
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

、

多
く
の

フ
ァ
ン

を

も
つ

ね
ず
み
く
ん
と
と
ら

く
ん
の

あ

つ

い

あ

つ

い

あ

つ

い

た
る
い
し
　
ま
こ
・
さ
く

こ
凡

福
音
館
書
店

1
1
5
5

円
（
税
込
）

４
歳
か
ら

暑
い
日
で
す
。
ね
ず
く

ん
と
と
ら
く
ん
は
、
あ
ま

り
の
暑
さ
に
ぐ
っ
た
り
。

ね
ず
く
ん
が
う
ち
わ
で
あ

お
ぐ
と
「
う
あ
１
　

す
ず

し
い
」
と
と
ら
く
ん
。

で
も
、
し
ば
ら
く
す
る

と
、
ね
ず
く
ん
は
疲
れ
て

「
守
り

人
」

シ
リ

ー

ズ
の

外
伝
に

あ
た

る

。

新
ヨ

ゴ
皇

国
の
チ

ャ
タ

ム
皇
太

子
は

、
守
り

役
の

シ
ュ

ガ
と
と

も
に

隣
国

サ

ン

ガ

ル

王

国

に

お

も

む

く

。
新

王
の
即

位
の

儀
に

招
か
れ

た
た

め
だ

。
と
こ

ろ

が

、
そ
の

儀
式
の

最

中

に

、
サ

ン

ガ
ル

新

王
の

弟

タ
ル
サ

ン

が
乱
心

。

チ

ャ

グ
ム

た
ち

は

、
異

国

の
王

宮
で

、
サ

ン

ガ
ル

を
乗

っ
取

ろ
う
と

す
る

ク

ル

ジ
ュ
帝

国
の
野

望
に

巻

き
込

ま
れ

る

。
チ

ャ

タ
ム

は
自

分
に

降
り
か

か
る

火

の

粉

を
振
り

払

う
こ

と

が

で

き

る
だ

ろ
う
か

。

「

守
り

人
」

シ
リ

ー

ズ

は

、
野
間

児
童

文
芸

新
人

賞

、
サ

ン

ケ
イ
児

童

出
版

文
化

賞

、
日

本
児

童

文
学

者
協

会
賞

、
路

傍
の
石

文

学
賞

を
受

賞
し

た
傑

作
。

レ

イ

チ

ェ

ル

と
　
　

エ
ル
を
自
分
の
あ
と
っ
ぎ

滅

び

の

呪

文
　
　

肘

牡

員

仁

ク
リ
フ
゜
マ
ク
ニ
ッ
シ
ュ

作゚

が
皆
を
救
う
と
い
う
伝
説

金
原
瑞
人

゛
訳
　
　
　
　
　

が
あ
る
。
「
希
望
の
子
」

理
論
社
　
　
　
　
　
　
　
　

レ
イ
チ
ェ
ル
は
、
魔
女
と

本
体
　
1
5
0
0

円
　
　
　

死
闘
を
く
り
ひ
ろ
げ
る

。

小
学
校
高
学
年
か
ら
　
　
　
　

近
ご
ろ
は
や
り
の
魔
女

物
だ
が
、
こ
の
物
語
の
魔

自
宅
の
地
下
室
に
い
た
　
　
女
は
、
姿
形
も
、
う
ち
に

レ

イ
チ
ェ
ル
と
弟
の
エ
リ
　
　
秘
め
ら
れ
た
憎
し
み
も
、

ツ
ク
は
、
突
然
壁
の
な
か
　
　
実
力
も
超
弩
級
だ
。
物
語

に
引
き
ず
ひ
込
ま
れ
た

。
　
　
は
２
転
３
転
、
最
後
ま
で

気
が
つ
く
と
そ
こ
は
、
暗
　
　
手
に
汗
握
ら
せ
る
。

黒
の
国
イ
ス
レ
ア
。
こ
こ
　
　
　

作
者
は
イ
ギ
リ
ス
人
の

で
は
何
百
年
に
わ
た
っ
て
　
　
3
7歳
の
父
親
。
本
職
は
Ｉ

邪
悪
な
魔
女
が
す
べ
て
を
　
　
Ｔ
関
係
の
仕
事
。
離
婚
し

支
配
し
、
地
球
か
ら
さ
ら
　
　
て
た
ま
に
し
か
会
え
な
い

っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
が
　
　
Ｈ
歳
の
娘
に
「
す
ご
く
不

奴
隷
に
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　

気
味
で
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
意

と
こ
ろ
が
、
レ
イ
チ

ェ
　
　
地
悪
な
魔
女
が
出
て
く
る

ル

と
エ
リ

″
ク
は
、
自
分
　
　
お
話
を
書
い
て
’・
」
と
頼

自
身
も
き
づ
か
な
い
特
別
　
　
ま
れ
、
書
き
下
ろ
し
た
大

の
「
力
」
を
持
っ
て
い
る
　
　

冒
険
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
３

ら
し
い
。
魔
女
は
レ
イ
チ
　
　

部
作
の
第
１
巻
だ
。

今
年
は
と
り
わ
け
暑
い
夏
に
な
り
そ
う
で

す
。
夏
休
み
ま
え
か
ら
暑
さ
当
た
り
で
へ
ば

つ
で
い
る
人
も
？
　
で
も
、
こ
ん
な
夏
は
、

ク

ー

ラ

かか話す
る
冒

らもに

し夢
れ中険｜
推
薦

の
き
い
た
図
書
館
で
、
ワ
ク
ワ
ク

物
や
、
思
わ
ず
ほ
ほ
え
む
楽
し
い

に
な
る
の
が
、
一
番
の
暑
気
払
い

ま
せ
ん
よ
。
児
童
書
出
版
社
６
社

の
１
冊
を
。

し

ま
い

交
代
で

す

。
か
わ

り

ば
ん
こ

に

あ
お
き

あ

っ

て
い

る

う
ち
に

、
ま

え
よ

り

も
っ
と

暑

く
な

っ
て

し

ま
い

ま
し

た

。

そ
こ
で

、
と
ら
く

ん

が

押

入
れ
の

奥

か
ら
扇

風

機

を
出
し
て

き

ま
し
た

。
く

び
ふ

り

ボ

タ

ン

を

押

し

て

、
風

が

く

る

と

「

あ

１

、
す

ず
し
い

」
。
で

も

、

風

が
む
こ

う

に
い

っ
て

し

ま
う
と

「
あ

つ
い
　

あ
つ

い

」
。
な

ん
だ

か

、
か

え

っ

て

暑
く

な

っ
た
み

た
い
で

す
。

怒
っ
た

ね

ず
く
ん

が

扇

風

機
を
け

と

ば
し

た

と

た
ん

、
さ

あ
、
大

変
・
…

人

気
絵

本
作
家
の

た

る

い

し
　

ま
こ

の
愉

快
な

絵

童
話

。

放

し

飼

い

昆

虫

記

渡
辺
美
穂
・
文

角
　
愼
作
・
絵

農
文
協

本
体
　
1
4
0
0

円

（

税
込
）

小
学
校
中
学
年
か
ら

４

年
生
の
ケ
ン
ジ
は
、

郊
外
に
引

っ

越
し
て

き

た
。
ぜ
ん
そ
く
の
治
療
の

た
め
に
空
気
の
き
れ
い
な

こ
の
町
に
き
た
の
だ
。
昆

虫
好
き
の
ケ
ン
ジ
は
部
屋

に
飛
ん
で

き
た
ク
ワ

ガ
タ

に
感
激
す
る
。

い
じ
め
ら
れ
っ
こ
の
ユ

ウ
タ
と
友
達
に
な
り
、
う

ら
の
森
か
ら
ク
ヌ
ギ
の
枝

を
と
り

、
見
事
ミ
ヤ
マ
ク

ワ

ガ
タ
の
採
取
に
成
功
し

た
り

す
る

。
学

級
委
員
の

マ

キ
オ
も
昆

虫
に

く
わ
し

い

こ

と
を
知

っ
て

、
ク
ワ

ガ
タ

を
ゆ

ず
る

が
、
マ

キ

才
は

ク
ワ

ガ
タ

を
飼
う
の

で

な

く

、
標
本
に
し

て
し

ま

う
こ
と

を
知
り

、

オ
オ

ゲ
ン

カ
の

す
え
と

り
も

ど

す

。そ

ん
な
日

々

、
大
事

な

森
に

団
地

が
建

つ
こ
と

に

な
り

、
ケ

ン
ジ

ら
３

人

は

反

対
署
名

を
集

め
る

が

、

エ

事
は
は

じ
ま

る
。
せ

め

て

、
森
の

昆
虫

を
逃

が
し

た
い

と
考

え
た
３

人
の

考

え

た
大
作

戦
は
・・
・
？

。

昆
虫
好

き
の

作
者

が
自

宅
の

庭
に

ケ
ヤ

キ
の

木
で

冬

越
し
し

た
ク
ワ

ガ
タ
か

ら
ヒ

ン
ト

を
得

た
物
語

。

新

版
　

中

学

生

の

’

勉

強

法

新

版
　

続

・

中

学

生

の

勉

強

法

石
井
郁
男
・

著

「
子
ど
も
の
未
来
社

本
体
1
2
0
0

円

（
正
、
統
と
も
）

中
学
生

こ
の

本
の
も

と
に

な
っ

て

い

る
の
は

、
月

刊
誌
「
わ

が
子
は

中
学

生
」
に
1
9

8
5

年
か
ら
２

年

間
連
載

し

た
も

の

。
単
行

本
に

な

っ
て

か

ら
も
正

編

、
続
編

あ
わ
せ
て
2
0
万

冊

を
越
す

出
版
と

な
り

、
ロ
ン

グ
セ

ラ

ー
と

し
て

読
み
つ

が
れ

て

き

た
。
い

ま
の

子
が
読

ん
で

も

参
考
に

な

る
と
こ

ろ

が

多
い
と

、
古
い

デ

ー

ネ

シ

ャ

ン

ー
サ

ー

ガ

Ｈ

第

七

代

裁

き

司

の

謎

ラ
ル
フ
ー
イ
ー
ザ
ウ
・
著

酒
寄
進

丁

訳

あ
す
な
ろ
書
房

本
体
　
2
4
0
0

円

小
学
校
高
学
年
か
ら

エ
ン

デ
に
見
い
だ
さ
れ

た
新
人
に
よ
る
、
壮
大
な

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
３
部
作

の
第
２

部
。

光
の
帝
国
と
闇
の
帝
国

が
対
立
す
る
Λ
涙
の
地
ネ

シ
ャ
ン
▽
。
世
界
に
平
和

を
も
た
ら
す
裁
き
司
、
第

六
代
の
ゴ
エ
ル

が
姿
を
消

し
て
以

来
、
人
々
は
混
乱

の
世
を
し
ず
め
る
新
し
い

夕
な

ど
を

訂
正

、
新
版
と

し
て
刊

行
し

た
。

学
習
の
工

夫

、
部
活
と

勉
強

は
両

立
す
る
か

、
嫌

い
な

教
科

を
無
く

す
法
と

い

っ
た

、
古
く
て

新
し
い

中

学
生
の

悩
み

に

こ
た
え

る

。実
力
1
0
倍
ア

″
ブ
の
ひ

け
つ

、
と

う
た

っ
て

い
る

が

、
奇

を
て

ら

っ
た
方
法

で

な
く

、
国
語
な

ら
本

を

読

む
、

文
章
を
書

く

。
公

民

な
ら
新

聞
を
読

む

。
ひ

と
に

教
え

る
と

実
力

が
つ

く

、
と
い

っ
た

基
礎
的
な

こ
と

を
し

っ
か
り

と
書
い

て
い

る

。

『
続

』
は
高

校
受
験

を

視

野
に

入
れ
て

。
高
校

受

験

ま
で

の

学
習

プ
ラ

ン
の

た
て

方
か

ら
受

験
直

前
の

勉

強
の

仕
方
ま
で
丁

寧
に

指

南
し
て

い
る

。

裁
き
司
の
出
現
を
待
ち
焦

が
れ
て
い
た
。

主
人
公
ヨ
ナ
タ
ン
は
、

父
神
イ
ェ
ー
ヴ
ォ
ー
の
命

に
よ
り

、
Λ
伝
説
の
杖
▽

を
ゴ
エ
ル
に
渡
す
た
め
の

旅
に
出
る
。
し
つ
こ
く
追

い
す
が
る
敵
を
か
わ
し
つ

つ

、
ヨ
ナ
タ
ン
は
先
へ
急

ぐ

。道
中

、
だ
ん
だ
ん
明
か

さ
れ
て
い
く
第
七
代
裁
き

司
の

謎
。
そ
れ

は

同
時

に
、
現
実
世
界
と
Λ
ネ
シ

ャ
ン
▽
の
つ
な
が
り
を
あ

ぶ
り
だ
す
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
え
物
語
の
全
貌

は
ま
だ
見
え
て
こ
な
い
。

待
ち
遠
し
い
完
結
編
、
第

３

部
は
1
2月

出

版
の

予

定
。

８
月
５
日
旦

◆
匕
囗
シ
マ
か
ら
の
連
帯
、
2
1世

紀
の
ビ
ジ
ョ
ン

1
4時

広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
地
下
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

上
関
原
発
問

題
は
い
ま
▽
韓
半
島
の
自
主
的
、
平

和
的
統
一
を
考
え
る
▽
北
東
ア
ジ
ア

非
核
地
帯
を
▽
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
の
連

帯
、
2
1世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
（
湯

浅

一

郎
）
　
主
催
・：
実
行
委
ｇ
０
８
２

・

２
９
７
・
7
1
4
5

久
野

副

回

刷
一

◆
ス
ク
ー
ル

ー
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ー

（

ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
す
Ｉ
・

子

（

都

高

校

養

護

教

諭

）
、
８

日

「

ス

ク

ー

ル

ー
セ

ク

シ

ュ

ア

ル

ー
「

ラ

ス

メ

ン

ト

に

ど

う

対

応

し

て

い

く

か

」

「

こ

れ

か

ら

に

向

け

て

」

吉

岡

睦

子

（

弁

護

士

）
、
入

江

直

子
2
0
0
0

円
4
5

名

（

先

着

順

）
　

申

込

み

・

問

合

せ

・
・
・
同

所

啻
0
3
・

５

４

６

７

・

Ｉ

Ｑ
χ
χ
）Ｏ

丶

隰
0
3

・

に
ｕ
４

冖
ｎ
）７

・
1

9
7
7

ト

レ

ー

ナ

ー

養

成

講

座

担

当

◆

匕

ロ

シ

マ

国

際

対

話

集

会

の

夕

べ

1
6
時
3
0
分

広

島

市

平

和

資

料

館

地

階

メ

モ

リ

ア

ル

ホ

ー

ル
　

「

国

際

司

法

裁

判

所

・

核

兵

器

違

法

判

決

は

こ

う

し

て

生

ま

れ

た

Ｘ

Ｃ

・

Ｇ

・

ウ

ィ

上

フ

マ

ン

ト

リ

（

前

国

際

司

法

裁

８
日
困
ま
で
1
0時
～
1
6時

東
京

判
所
判
事
）
、
平
岡

敬
（
前

広
島

市

ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
（
地
・
表
参
道

長
）
　
主
催
・・
・
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ

駅
７
分
）
　
６
日
「
ス
ク
ー
ル

ー
セ
　

す
ヒ
ロ
シ
マ
の
会
啻
０
８
２
・
５
０

ク
シ
ュ
ア
ル

ー「

ラ

ス
メ
ン
ト

と

は
？
」
入
江

直
子
（
神

奈
川

大

教

授
）
、７
日
「
子
ど
も
に
と
っ
て
ど
ん

９
し

・

Ｑ
χ

χ

）ｒ『

』
Ｏ

８１
月

７
日
言

な
支
援
が
必
要
か
」「
1
0代
の
性
を
考
　

◆
広
島
湾
ス
タ
デ

ー

ク
ル
ー
ジ

え
る
」
崎
尾
英
子
（
国
立
小
児
病
院
　
ン
グ
2
0
0
1

心
療
内
科
・
精
神
科
医
長
）
、
高
橋
裕
　

８
時
4
0分
集
合

広
島
県
営
桟
橋

（

宇
品
港
）
か
ら
船
で

、
似
島
、
江

元
原
作
）
、
『
お
星
さ
ま
の
レ
ー
ル
』
　
ス
・
お
ん
世
話
人
代
表
）
　
１
５
０

田
島
、
米
軍
秋
月
弾
薬
庫
、
呉
海
上
　

余

林
千
登
勢
原
作
）
、
証
言
の
集
い
　
Ｏ
円

主
催
・
連
絡
＝・
同
所
啻
Ｏ
Ｉ

自
衛
隊
基
地
等
を
見
る

帰
港
1
4時
　
Ｈ
Ｈ
日
出
1
4時
「
残
留
婦
人
と
な
っ
　
１
・
２
５
２
・
６
７
５
２
、
閥
T
I

4
0分
　
弁
当
持
参

講
師
・：
久
保
浦

て
」
堤
八
重
子
、
「
下
町
大
空
襲
体

Ｉ
・
２
５
２
・
6
7
5
1

寛
人
、
湯
浅
一
郎
3
5
0
0

円
、

験
」
野
村
弘
三
、
「
戦
争
と
は
ど
う

小
、
中
、
高
校
生
2
0
0
0

円

申

込
み
・
亠
７

陬
Ｔ

８
２
７
・
8
4・
2

8
2
4

戸
浦
８
月
1
0日
今

◆

女

性

史

と

地

域

女

性

史

の

間

－

女

性

主

権

者

が

育

つ

土

壌

1 0

時

～
1
6

時

婦

選

会

館

（

Ｊ

Ｒ

・

新

宿

駅

南

口

７

分

）
　

伊

藤

康

子

（

中

京

女

子

大

短

大

教

授

）
　
8
0

0
0

円

主

催

・

申

込

み

…

齟

市

川

房

枝

記

念

会

啻
0
3
・

３

３

７

０

・

０

９
ｇ

ｊ

只

べ

濕
0
3

゜
ｒ
『
』
３

８

８

・

４

‘（
ｈ
）

い

う
も
の

か

」
ふ

泉
健

男
、
1
2
日

㈲

1
4 時

「
東

京
大

空

襲
体
験

」
多

田
は

つ
江

ほ
か

展

示
企

画

凵
歴
史

教
科

書

問
題

、
「
従

軍
慰

安
婦

」

問
題
な

ど

無
料

主

催
・・・
同
実

行
委

啻
＆

隰
0
3
・

りＪ
８
５

４

・
４４
‘４

７
８

棚
網

◆
戦

争
は

ご
め

ん
女

性
の

つ
ど
い

1
8 時
3
0
分

東
京

ウ

ィ
メ
ン

ズ

プ

ラ

ザ
（

地
・

表
参

道
駅
７

分

）
　

ビ

デ
オ
上

映
、

講
演
「
『
つ
く

る
会

』
教

科

書
の

ね
ら
い

と

憲
法
９

条

」
笠
原

十

九
司

（
都

留
文

科
大

教
授

）
　
1

0
0
0

円

主
催
：
白

本
婦

人
団
体

連

合
会

啻
0
3
・
３
４

０
１

・
６

１
４

◆
第
1
4回
足
立
平
和
の
た
め
の
戦
　
７

争
展1

5日
困
ま
で
1
0時
～
1
8時
　
Ｌ
ソ

フ
ィ
ア
（
東
武
・
梅
島
駅
３
分
）

平
和
ア
ニ

メ
映

画
会
囗
1
0日
1
4時

『
お
ば
け
煙
突
の
フ

こ
（
早
乙
女
勝

◆
性
の
「
常
識
」
は
ど
の
よ
う
に

つ
く
ら
れ
た
の
か
？

1
8時
3
0分

さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校

「
遊
」（
札
幌
市
中
央
区
南
１
条
西
５

丁
目
）
　
近
藤
恵
子
（
女
の
ス
ペ
ー

副

川

田
剛
一

◆
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
″
ネ
ー
タ

ー
研
修
会

（
ア
ト
リ
エ
和
匠
代
表
）
、
今
西
利
幸

（
都
福
祉
機
器
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談

員
）
ほ
か

福
祉
住
環
境
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
２
級
検
定
合
格
者
、
福
祉

住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
希
望

す
る
人
2
5名
　
5
0
0
0

円

申
込

み
・
問
合
せ
・：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
・
研
修

1
3時

恵

京
都
庭
園
美
術
館
新
館

会
事
務
局
四
0
3・
３
７
２
２
・
５
５

小
ホ
ー
ル
（
g
0
3・
３
４
４
３
・
０

８
１
、
隰
0
3・
３
７
２
２
・
5
5
8

2
0
1

）
　
福
祉
用
具
の
活
用
・
相

７

談
の
受
け
方
、
対
応
の
仕
方
、
住
宅
　

◆
い
ま
こ
そ
過
去
の
清
算
を
／
．‐

改
修
の
実
践
・
見
積
書
、
請
求
書
、

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
植
民

改
修
図
面
の
作
成
ほ
か
　
渥
美
利
幸
　
地
支
配
・
戦
争
被
害
者
の
証
言

1
3時
3
0分

星

陵
会

館
ホ

ー
ル

（
地
・
永
田
町
駅
６
番
出
口
５
分
）

証

言
・
：
元
「
慰

安

婦
」
・
被

爆

者
、
強
制
徴
用
被
害
者

孚

定
）

1
0
0
0

円

主
壟
：
「
2
0
0
1

平
和
の
た
め
の
証
言
集
会
」
実
行
委

｛
い
尚

４
２
・
５
７
４
・
９
２
１

則
佰
削
慝

◆
わ
た
つ
み
会
８
・
1
5集
会
　
映

画
と
講
演
「
平
和
の
新
世
紀
へ
」

Ｈ
時
3
0分

江
戸
恵

只
博
物
館
ホ

ー
ル
（
地
・
両

国

駅
Ａ
４
出

口
１

分
）
　
映
画
『
き
け
、
わ
た
つ
み
の

声
』『
雲
な
が
る

る
果
て
に
』
、
講
演

「
戦
争
体
験
を
詠
み
継
ぐ
」
近
藤
芳

美
（
歌
人
）
、
「
戦
争
貴
任
―
天
皇
と

民
衆
」
　
映
画
・
講
演
各
1
0
0
0

円
、
通
し
1
5
0
0

円

主
催
・
連

絡
Ｅ
日
本
戦
没
学
生
記
交

ｙ
（
わ
た

つ
み
会
）
？

盾

繭

・
３
２
６
９
・

８
月
2
7日
圓

◆
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
交
流
会
2

0
0
1

…
生
ご
み
は
宝
　
ね
が
い
を

現
実
に
！

1
0時

早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場

事
例
発
表
「
生
ご
み

屁

Ｆ

堆

肥
は
使
え
る
’
・・
八

ヶ
岳
山
麓
川
上

村
に
お
け
る
震
家
、
大
学
、
堆
肥
セ

ン
タ

ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

共
同

実
証

実

験
」
ほ
か
、
分
科
会
2
5
0
0

円

（
事
前
振
込
制
）
　
申
込
み
…
８
月

1
5日
團
ま
で

問
合
せ
…
同
実
行
委

啻
0
3゙

″
0
4
1
0一
3
7
3
5

丶
圀

0
3・
″０
４
１
０
・
″Ｄ
２
６
７

９

月
1
5日
出
一

◆
「
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性

の
会
」
第
2
0回
全
国
大
会
・
富
山
「
ゆ

た
か
な
高
齢
社
会
の
創
造
を
～
い
の

ち
輝
く
．
と
も
に
輝
く
刀
一
世
紀
」

1
2時
、
1
6日
㈲
９

時
3
0分

富
山

県
民
会
館
（
Ｊ
Ｒ
・
富
山
駅
1
0分
）

９
／
1
5シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
の
ち

輝
く
、
と
も
に
輝
く
2
1世
紀
」
外
山

義
（
京
都
大
教
授
）
、
古
武
輝
子
（
著

述
業
）
、坂
東
眞
理
子
（
内
閣
府
男
女

共
同
参

画

局
長

）
、
永
田

晟
（

富
山

県

国
際
健

康

プ
ラ

ザ
健

康
ス

タ
ジ
ア

ム

館
長

）
、
中

谷
延
之

（
宇

奈
月

町

長
）
、

９

／
1
6
分

科
会

「
こ

ん
な
ふ

う

に
私

は
老
い

た
い

」「
元

気
で

長

生
き

、
学

び
て

朽
ち

ず
」「
元

気

な
女

性
が

社
会

を
変

え
る

」「
痴

呆
に

な

っ
て

も
こ

わ

く
な
い

」「
介
護

か
ら

検
証

す
る

家
族

と
地

域

」
　
1
5
0
0

円

（
当
日
2

0
0
0

円

）
、レ
セ

プ

シ
ョ

ン
7
0
0

0
円

申

込
み

締
切

＝
７

月
3
1
日

㈹

主

催
…

高
齢

社
会

牽

よ
く
す

る
女

性
の

会

、
同

全
国
大

会

・
富
山

実
行

委

連

絡
・
・・
事
務

局

讐
０
７

６

・
４

４
４

一
２

１
８

０

、
響

７
６

一
４

３
３

・
7
3
4
7

「
お
ね
が
い
」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
希
望
の
方

は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
・
フ
ァ
ッ

ク
ッ
ス
番
号
を
明
記
の
上
、
お
送
り

下
さ
い

。

編
集
部


